
第 2 回ウェルビーイング学会学術集会 プログラム 

2024 年 3 月 10 日(日)開催 

(敬称略)     

9:00～9:10 開会の挨拶・学会の状況 

基調講演                                                          

9:10～10:00 ウェルビーイング促進の基礎としての付加価値の適正分配経営：スズキ トモ（早稲⽥⼤学 商学学術院） 

10:10～11:00 ウェルビーイング企業とは：幸せで⽣産的な組織をつくる：矢野 和男（株式会社⽇⽴製作所） 

11:10～12:00 はたらく幸せが作る新たな価値：及川 美紀（株式会社ポーラ） 

 

12:00～13:00 昼休み 

  

シンポジウム                                                        

13:00～14:30 ウェルビーイングの現在と未来：登壇者 ウェルビーイング学会理事・監事 

 

セッション 1. テクノロジー・金融・職場 座長：石川善樹（公益財団法⼈ Well-being for Planet Earth）、 副                   

副座長：鈴木寛（東京大学・慶應義塾大学）               

14:40～15:00 AI と幸福：社会的責任を果たすウェルビーイング支援技術：城戸 隆（帝京⼤学 先端総合研究機構） 

15:00～15:20 ウェルビーイングとテクノロジー：渡邊 淳司（⽇本電信電話株式会社） 

15:20～15:40 「ウェルビーイング」と「金融リテラシー度」の関係～ファイナンシャル・ウェルビーイングで読み解く

～：井戸 照喜（三井住友信託銀行） 

15:40～16:00 ウェルビーイング経営：基礎と実践：金子 迪⼤（株式会社ウェル・ラボラトリーズ） 

16:00～16:20 中小大企業向け wellbeing 経営とは：杉原 忠（一般社団法人真経営者協会 代表理事） 

16:20～16:40 幸せになる「お金の使い方」「お金の増やし方」「お金とのつきあいかた」～ファイナンシャル・ウェルビ

ーイング～：山崎 俊輔（フィナンシャル･ウィズダム） 

16:40～17:00 職場でのユーモアによる セルフコンパッション向上方法の提案：神長 博幸（慶應義塾⼤学⼤学院 SDM 研

究科附属 SDM 研究所） 

 

セッション 2. 医療・介護・教育  座長：秋山美紀（埼玉県立大学）                               

14:40～15:00 ウェルビーングを口腔から考える、デンタル・ウェルビーイングの推進のための見える化：茂木 伸夫（明

海⼤学歯学部摂食嚥下リハビリテーション学） 

15:00～15:20 介護事業者のウェルビーイング経営と介護職員の離職率と介護施設の入居率：安⽥ 雄太（株式会社アライ

ブメディケア 代表取締役） 

15:20～15:40 ヘルスケアから、ウェルビーイングを向上させる挑戦：豊島 久雄（⽇本経済⼤学⼤学院） 

15:40～16:00 残業時間の削減が医療従事者のウェルビーイングに与える影響について：個⼈病院での取り組み：高島 啓

（医療法人きたじま倚山会 きたじま⽥岡病院） 

16:00～16:20 ５分でできる学校ウェルビーイングチェック２０２４：中島 清人（亀岡市⽴つつじケ丘小学校） 

16:20～16:40 子どものウェルビーイングの促進について：⽥中 友里（親子のための保健室） 

16:40～17:00 日々の学習習慣が学習者の主観的幸福感に与える影響～働く社会⼈の学習習慣に関するアンケート調査から

～：米良 克美（グロービス経営⼤学院） 

 

 

 



セッション 3. コミュニケーション・心理・アート 座長：内田由紀子（京都大学）、副座長：前野隆司（慶應義塾大学）  

14:40～15:00 これからのコミュニケーションとウェルビーイング ― 準備学習会 活動報告 ―：荘野 一星（株式会社 ⼤

広 ウェルビーイングデザインセンター） 

15:00～15:20 潜在的なコミュニケーションへの選好とウェルビーイング及び孤独感との関係：土屋 彩茜（早稲⽥⼤学） 

15:20～15:40 日本⼈における感謝特性・自尊感情・楽観性特性と主観的及び心理的 well-being との関連考察：Nawa  

Norberto Eiji（国⽴研究開発法人情報通信研究機構 脳情報通信融合研究センター） 

15:40～16:00 日本⼈が重要視する幸福の要素と幸福感の全体像に関する調査報告：渡部 佳織（NEC ソリューションイノ

ベータ株式会社） 

16:00～16:20 “未練”に眠るジレンマとウェルビーイングへの鍵：松本 凱斗（慶應義塾⼤学 システムデザイン・マネジメ

ント研究科 前野研究室） 

16:20～16:40 共⽣・共創を目指した舞台づくりとウェルビーイング：⼤橋 さつき（和光⼤学） 

 

セッション 4. 地域・コミュニティ・メディア  座長：保井俊之（叡啓大学）、副座長：岩本武範（静岡産業大学）      

14:40～15:00 地方自治体におけるウェルビーイング政策の実現に向けた基礎研究の推進とその進捗：岩本 武範（静岡

産業⼤学） 

15:00～15:20 自治体におけるウェルビーイングサービスの試み：⼤倉 政宏（共和薬品工業株式会社） 

15:20～15:40 ウェルビーイング向上のためのコミュニティの作り方 ～一般社団法⼈ウェルビーイングデザインの活動を

事例に～：太⽥ 雄介（一般社団法人ウェルビーイングデザイン） 

15:40～16:00 自室・自宅の片づけ継続のための 実践コミュニティの提案：保手濱 歌織（慶應義塾⼤学⼤学院システム

デザイン・マネジメント研究科） 

16:00～16:20 Well-Giving Cycle 効果検証：ウェルビーイングメディア「Wellulu」を活用した記事推薦実験：加藤 

博司（株式会社博報堂 DY ホールディングス） 

 

17:10～17:40 閉会式 


